
「にほんご１２３」は代表の速水さんが
社会貢献のために自分にできる事は︖と
考え、「日本語教育能力検定」の資格を取
得して 2024 年 2 月、「市内在住の外国人
に日本語の習得支援と生活支援を︕」と
始めました。
市内には 7300 人弱の在日外国人がい

ます。彼ら、彼女らは労働者不足の日本にとってあ
りがたい働き手です。
しかし日本語でうまく意思疎通ができないと、望

む職には就きにくく、働きながら日本語教室に通う
人が多いのです。
市原市には「市原市国際交流協会」主催の日本語

教室が週 9 教室あり、登録外国人学習者は 260 名
いますが、中には決められた時間・曜日・場所では
なかなか通いにくい人や、もっと学びたいという人
も。そんな人に寄り添う支援をと「にほんご１２３」
を立ち上げました。
基本は、対面で個別支援。その人の通いやすい場

所と日時を調整し会場を予約して出向く。〈五井・
姉崎・加茂・南総・八幡公民館、千種コミュニティ
センター〉と中々広範囲。中・上級者には延べ週 3
回オンラインも。速水さんは一人で週 11 回、一回
2時間から 3時間の支援を行っています。

開始当時、学習者は 3 名でしたが約 8 か月 ( 取材
時 2024 年 10 月 ) 経った今では、学習者は自分の
友人を紹介するなどで 9 名に ( ベトナム、タイ人が
中心 )。支援者も 1名加わりました。

大多和 千恵子さん

ボ ラ
ンティ
アをし
たいと
日本語
教師の
資格を
取 得。
「 国 際
交流協
会」に参加した際速水さんと出会い、考えに共感し
て創立メンバーに。「日本語学校で週 3～ 4 日教え
ながら、週 1 回参加している。「どちらもまだ始め
て日が浅いので、慣れてきたらもう少しボランティ
アの時間を増やしたい」

礒川麻美 （いそかわ まみ） さん

小学校の学級補助員をしながら週 1 回とさらに要
請があれば参加。外国人に「日本に来てよかった︕」
と思ってもらいたいと。こちらも慣れてきたらもう
少し支援を増やしたいとの事。

代表者　速水孝二
会員　3 名

にほんご１２３
▼左●代表の速水孝二さん
   右●大多和千恵子さん

▲大多和さんと
　パンミー・カムヘンさん ( タイ )

▲速水さんとブイ・ティ・ロアンさん ( ベトナム )

新加入
グループ
紹介

新加入
グループ
紹介

今号は広報部二人の自宅にあるちょっと珍しいかも！な
フルーツクイズです！！
名前と、どの花と実がペアか正しい組み合わせを答えてね。
正解はこの広報誌のどこかにありますよ。

１ ２ ３ ４

A
DCB

あなたのイチ推し・プチ自慢募集中で～す！
裏面にある Q Rコードからメールでお寄せください。
広報部からご連絡します。電話番号かメールアドレスをお知らせくださいね。

ご両人
とも前向
きです。
それとい
うのも、
学習者さ
ん達はと
て も 熱

心。働きながらスキルアップのために・日本語教室
にも通いながらさらに・夫や子供のようにもっと日
本語が話したい。みな目的意識がはっきりしていて
飲み込みも早い。目に見える成果が出るとモチベー
ションアップ‼　教える方も熱が入るそうです。

それぞれのお国柄や文化・言語の構造の違いなど、
勉強になることも多いのだとか。教えている方も教
えられているのですね。
これからも、日本が好きでもっと日本語を知ろう

と頑張っている在日外国人の方たちの力になって

いってほしいです。

「にほんご１２３」 ボランティア募集中！
週 1 回でも自分のペースで OK だそうですので、

少しでも興味のある方は見学から︕　ぜひ速水さん
に連絡を。

携帯　０９０-４４２９-７２１０

Mail  nihongo123.ichihara@gmail.com

▲礒川さんとフクダ・パー二サーさん ( タイ )
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